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【告示】

番 号 表 題 担当課名

１５２ 特定調達契約について一般競争入札により 管財課

落札者を決定した件

１５３ 同 同

１５４ 特定調達契約について随意契約の相手方を スマート県庁推進課

決定した件

１５５ 指定障害福祉サービス事業者を指定した件 障がい福祉課

１５６ 保安林予定森林を告示する件 農林水産基盤整備局

森林整備課

１５７ 保安林の指定施業要件を変更する件 同

１５８ 同 同

１５９ 道路の区域を変更する件 道路整備課

１６０ 道路の供用を開始する件 同

１６１ 同 同

１６２ 電線共同溝を整備すべき道路を指定した件 同

１６３ 県道の路線を認定する件の一部を改正する 同

件

１６４ 同 同

１６５ 都市計画事業の変更を認可した件 都市計画課



【公告】

番 号 表 題 担当課名

争議行為の予告 労働雇用戦略課

【病院局管理規程】

番 号 表 題 担当課名

１※ 徳島県病院局事務の委任及び決裁に関する

規程の一部を改正する規程

２※ 徳島県病院局財務規程の一部を改正する規

程

【選挙管理委員会告示】

番 号 表 題 担当課名

７ 地方自治法の規定による条例の制定又は改

廃の請求及び監査の請求をする場合の県議

会議員及び知事の選挙権を有する者の５０

分の１の数を告示する件

８ 地方自治法の規定による県議会の解散の請

求，知事の解職の請求及び主要公務員の解

職の請求をする場合の県議会議員及び知事

の選挙権を有する者の総数のうち４０万を

超える数に６分の１を乗じて得た数と４０

万に３分の１を乗じて得た数とを合算して

得た数を告示する件

９ 地方自治法の規定による県議会議員の解職

の請求をする場合の各選挙区における県議

会議員の選挙権を有する者の３分の１の数

を告示する件

１０ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の規定による県教育委員会の教育長又は委

員の解職の請求をする場合の知事の選挙権

を有する者の総数のうち４０万を超える数

に６分の１を乗じて得た数と４０万に３分

の１を乗じて得た数とを合算して得た数を

告示する件



【公安委員会規則】

番 号 表 題 担当課名

５※ 徳島県留置施設視察委員会に関する規則の

一部を改正する規則

６※ 徳島県道路交通法施行細則の一部を改正す

る規則



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
二
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
万
代
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

三
、
三
七
〇
、
二
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

契
約
電
力

仕
様
書
に
よ
る
。

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
庁
舎
管
理
担
当

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
二
月
二
十
二
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
ホ
ー
プ

福
岡
市
中
央
区
薬
院
一
丁
目
一
四
―
五
Ｍ
Ｇ
薬
院
ビ
ル

五

落
札
金
額

五
千
六
百
六
十
五
万
五
千
九
百
八
十
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
三
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
六
合
同
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

一
、
八
五
一
、
三
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

契
約
電
力

仕
様
書
に
よ
る
。

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
庁
舎
管
理
担
当

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
二
月
二
十
二
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
ホ
ー
プ

福
岡
市
中
央
区
薬
院
一
丁
目
一
四
―
五
Ｍ
Ｇ
薬
院
ビ
ル

五

落
札
金
額

三
千
二
百
十
七
万
四
千
六
十
六
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
四
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
期
構
築
業
務

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
ス
マ
ー
ト
県
庁
推
進
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
十
二
月
二
十
四
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
徳
島
株
式
会
社

徳
島
市
新
蔵
町
一
丁
目
一
七
番
地

五

契
約
金
額

一
億
三
千
八
百
七
十
二
万
八
千
五
百
二
十
四
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
十
一
条
第
一
項
第

一
号



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

指

定

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

年

月

日

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ー

吉
野
川
市
山
川
町
湯
立
三
二
〇

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ

吉
野
川
市
山
川
町
湯
立
三
二
〇

同
行
援
護

令
和
三
年
三
月

ト
こ
あ
ら

番
地
五

ー
ト
こ
あ
ら

番
地
五

一
日



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
六
号

次
の
森
林
を
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
に
し
た
か
ら
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九

号
）
第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

勝
浦
郡
上
勝
町
大
字
旭
字
蔭
八
〇
の
二
、
八
〇
の
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
蔭
八
〇
の
二
・
八
〇
の
五
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
上
勝
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

海
部
郡
海
陽
町
小
川
字
青
木
下
九
の
一
、
一
〇
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森

林
整
備
課
及
び
海
陽
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

美
馬
市
木
屋
平
字
八
幡
四
〇
〇
の
一
、
四
〇
〇
の
三
、
四
〇
七

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

干
害
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森

林
整
備
課
及
び
美
馬
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
三
年
三
月
十
二
日
か
ら
二

週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

一
般
国
道

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路

線

名

区

間

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

美
馬
市
美
馬
町
字
横
尾
二
五
番
二
九

地
先
か
ら

旧

一
四
・
六
〜
二
六
・
九

二
七
九
・
〇

同

字
中
横
尾
一
四
番
一

四
三
八
号

〇
地
先
ま
で

同

新

二
〇
・
一
〜
六
五
・
三

二
七
九
・
〇



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
三
年
三
月
十
二
日
か
ら
二

週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

一
般
国
道

延

長

路

線

名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

（
メ
ー
ト
ル
）

美
馬
市
美
馬
町
字
横
尾
二
五

番
二
九
地
先
か
ら

四
三
八
号

二
七
九
・
〇

令
和
三
年
三
月
十
二
日

同

字
中
横
尾
一

四
番
一
〇
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
三
年
三
月
十
二
日
か
ら
二

週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

県
道

整
理

延

長

路
線
名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

番
号

（
メ
ー
ト
ル
）

美
馬
市
脇
町
字
井
口
東
七
一
番
三

６

地
先
か
ら

０

穴
吹
塩
之
江

四
九
四
・
〇

令
和
三
年
三
月
十
二
日

１

同

字
井
口
一
六
三
番
一

一
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
二
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の

と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

路

線

名

指

定

部

分

区

間

徳
島
市
北
田
宮
二
丁
目
四
七
七
番
一
地
先
か
ら

上
り
線

県
道

徳
島
鴨
島

同

吉
野
本
町
六
丁
目
三
七
番
一
地
先
ま
で

徳
島
市
吉
野
本
町
五
丁
目
二
二
番
五
地
先
か
ら

下
り
線

同

南
田
宮
二
丁
目
一
五
四
番
五
地
先
ま
で

徳
島
市
安
宅
二
丁
目
二
三
八
番
一
地
先
か
ら

上
り
線

県
道

徳
島
環
状

同

福
島
二
丁
目
五
七
番
一
八
地
先
ま
で

徳
島
市
福
島
二
丁
目
二
五
番
一
地
先
か
ら

下
り
線

同

安
宅
二
丁
目
二
七
七
番
一
地
先
ま
で

徳
島
市
安
宅
二
丁
目
二
七
七
番
一
地
先
か
ら

上
り
線

県
道

沖
ノ
洲
徳

同

北
沖
洲
三
丁
目
二
二
八
番
二
地
先
ま
で

島
本
町

徳
島
市
南
沖
洲
三
丁
目
五
番
一
〇
地
先
か
ら

下
り
線

同

安
宅
二
丁
目
二
三
八
番
一
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
三
号

平
成
七
年
徳
島
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号
（
県
道
の
路
線
を
認
定
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
令
和
三
年
三
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

表
二
百
四
の
項
中
「
徳
島
東
イ
ン
タ
ー
」
を
「
徳
島
沖
洲
イ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
四
号

平
成
二
十
七
年
徳
島
県
告
示
第
二
百
四
十
八
号
（
県
道
の
路
線
を
認
定
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
令
和
三
年
三
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

表
中
「
津
田
イ
ン
タ
ー
」
を
「
徳
島
津
田
イ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

施
行
者
の
名
称

阿
南
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

徳
島
東
部
都
市
計
画
下
水
道
事
業

長
浜
都
市
下
水
路

三

事
業
施
行
期
間

平
成
十
七
年
一
月
二
十
五
日
か
ら

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

な
し



公

告

鳴
門
病
院
労
働
組
合
か
ら
春
闘
の
要
求
に
関
し
て
令
和
三
年
三
月
十
五
日
以
降
、
同
組
合
員
が
従
事
す

る
次
の
職
場
に
お
い
て
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
十
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院
構
内
及
び
全
職
場



徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
一
号

徳
島
県
病
院
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

香

川

征

徳
島
県
病
院
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

徳
島
県
病
院
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
九
の
財
務
関
係
事
項
の
そ
の
二
支
出
負
担
行
為
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

そ
の
二

支
出
負
担
行
為

区

分

病
院
事
業
管
理
者

病
院
局
長

課

長

一

収
益
的
支
出

１

給
料

２

手
当

３

報
酬

全

額

４

法
定
福
利
費

５

退
職
給
付
費

６

薬
品
費

７

診
療
材
料
費

８

給
食
材
料
費

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

９

医
療
消
耗
備
品
費

厚
生
福
利
費

10

報
償
費

11

全

額

旅
費
交
通
費

12

職
員
被
服
費

13



消
耗
品
費

14

消
耗
備
品
費

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

15

光
熱
水
費

16

燃
料
費

17

食
糧
費

十
万
円
以
上

十
万
円
未
満

18

印
刷
製
本
費

19

修
繕
費

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

20

保
険
料

21

賃
借
料

三
千
万
円
以
上

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

22

通
信
運
搬
費

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

23

委
託
料

三
千
万
円
以
上

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

24

諸
会
費

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

25

交
際
費

十
万
円
以
上

十
万
円
未
満

26

雑
費

三
千
万
円
以
上

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

27

研
究
材
料
費

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

28

謝
金

全

額

29

図
書
費

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

30

旅
費

全

額

31

研
究
雑
費

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

32

企
業
債
利
息

33



長
期
借
入
金
利
息

34

五
千
万
円
以
上

五
千
万
円
未
満

一
時
借
入
金
利
息

35

そ
の
他
利
息

36

企
業
債
手
数
料
及
び
取
扱

37
諸
費

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

患
者
外
給
食
材
料
費

38

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

全

額

39

そ
の
他
雑
損
失

三
千
万
円
以
上

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

40

特
別
損
失

五
百
万
円
以
上

五
百
万
円
未
満

41
二

資
本
的
支
出

１

請
負
工
事
費

一
億
円
以
上

三
千
万
円
以
上

三
千
万
円
未
満

２

設
計
委
託
料

二
千
万
円
以
上

二
千
万
円
未
満

３

事
務
費

４

企
業
債
利
息

５

医
療
器
械
購
入
費

６

備
品
購
入
費

７

車
両
購
入
費

三
千
万
円
以
上

千
万
円
以
上

千
万
円
未
満

８

用
地
購
入
費

９

建
物
購
入
費

リ
ー
ス
資
産
購
入
費

10



無
形
固
定
資
産
購
入
費

11

企
業
債
償
還
金

12

長
期
借
入
金
償
還
金

五
千
万
円
以
上

五
千
万
円
未
満

13

短
期
借
入
金
償
還
金

14
三

固
定
負
債
（
勘
定
科
目
）

１

退
職
給
付
引
当
金

全

額

四

流
動
負
債
（
勘
定
科
目
）

１

一
時
借
入
金

五
億
円
を
超
え
る

五
億
円
以
下

も
の

２

賞
与
引
当
金

全

額

３

法
定
福
利
費
引
当
金

全

額

備
考一

こ
の
表
中
の
金
額
は
、
一
件
当
た
り
の
予
定
価
額
又
は
契
約
金
額
を
い
う
。

二

支
出
負
担
行
為
の
決
裁
後
に
、
支
出
負
担
行
為
の
変
更
又
は
取
消
し
を
行
う
場
合
に
は
、
取
消

し
の
場
合
及
び
変
更
後
の
支
出
負
担
行
為
の
金
額
が
当
初
の
決
裁
金
額
よ
り
減
少
す
る
こ
と
と
な

る
と
き
は
当
初
の
決
裁
権
者
が
決
裁
す
る
も
の
と
し
、
変
更
後
の
支
出
負
担
行
為
の
金
額
が
当
初

の
決
裁
金
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
そ
の
金
額
に
対
応
す
る
決
裁
権
者
の
決
裁
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

支
出
負
担
行
為
の
変
更
又
は
取
消
し
に
付
随
し
て
生
ず
る
返
還
、
相
殺
等
に
関
す
る
事
務
の
処

理
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
る
決
裁
権
者
の
区
分
に
よ
り
、
決
裁
を
す
る
も
の
と
す
る
。

四

支
出
負
担
行
為
の
事
前
決
裁
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
決
裁
区
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
を

適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
三
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
二
号

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

香

川

征

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
振
替
振
込
金
額
氏
名
表
に
よ
る
通
知
は
、
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
通
知
を
も
っ
て

こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「

賞
与
引
当
金

賞
与

繰
入
額

め
の

（賃
金

）

臨
時

医
師
賃
金

看
護
師
賃
金

別
表
第
一
勘
定
科
目
表
の
損
益
勘
定
の
費
用
の
表
中
「常

勤
の

」
を
削
り
、
医
療
技
術
員

賃
金

事
務
員
賃
金

技
能
労
務
員

賃
金

引
当
金
と
し
て
計
上
す
る
た

繰
入
額

的
任
用
職
員
の
賃
金

「

賞
与
引
当
金

賞
与
引
当
金
と
し
て
計
上
す
る
た

を

に
改
め

繰
入
額

め
の
繰
入
額

」



」

る
。様

式
第
二
十
五
号
中
「
（赤

色
刷
り

）各
片
Ｂ
６
版
オ
フ
セ
ッ
ト
刷
り

」
を
削
り
、
「何

銀
行
何
店

殿

」
を
「

銀
行

支
店

殿

」
に
、
「徳

島
県
立
何
病
院

」
を
「徳

島
県
立

病
院

」
に
、
「

何
銀
行
何
店

印

」
を
「

銀
行

支
店

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
六
号
中
「徳

島
県
立
何
病
院

」
を
「徳

島
県
立

病
院

」
に
、
「何

銀
行
何
店

殿

」

を
「

銀
行

支
店

殿

」
に
、
「何

銀
行
何
店

印

」
を
「

銀
行

支
店

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
一
号
及
び
様
式
第
三
十
二
号
中
「何

銀
行
何
支
店

印

」
を
「

銀
行

支
店

」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
三
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
条
例
の
制
定

又
は
改
廃
の
請
求
及
び
同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
の
請
求
を
す
る
場
合
の
県
議
会
議

員
及
び
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
五
十
分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日徳

島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一
二
、
五
四
八
人



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
議
会
の
解

散
の
請
求
、
同
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
解
職
の
請
求
及
び
同
法
第
八
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
主
要
公
務
員
の
解
職
の
請
求
を
す
る
場
合
の
県
議
会
議
員
及
び
知
事
の
選
挙
権
を
有
す

る
者
の
総
数
の
う
ち
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日徳

島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一
七
一
、
二
三
三
人



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
議
会
議
員
の

解
職
の
請
求
を
す
る
場
合
の
各
選
挙
区
に
お
け
る
県
議
会
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
三
分
の
一
の
数

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日徳

島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

選

挙

区

名

数

徳

島

七
一
、
六
二
一
人

鳴

門

一
六
、
二
三
二
人

小
松
島
・
勝
浦

一
二
、
六
五
五
人

阿

南

二
〇
、
三
〇
七
人

吉

野

川

一
一
、
五
七
九
人

阿

波

一
〇
、
四
八
七
人

美

馬

一
〇
、
七
二
四
人

三

好

第

一

七
、
三
三
六
人

名

西

八
、
七
三
六
人

那

賀

二
、
三
八
五
人

海

部

五
、
七
七
八
人

板

野

二
七
、
二
八
六
人

三

好

第

二

四
、
〇
〇
八
人



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
号

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
県
教
育
委
員
会
の
教
育
長
又
は
委
員
の
解
職
の
請
求
を
す
る
場
合
の
知
事
の
選
挙
権

を
有
す
る
者
の
総
数
の
う
ち
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
三
月
十
二
日徳

島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一
七
一
、
二
三
三
人



徳島県公安委員会規則第５号

徳島県留置施設視察委員会に関する規則の一部を改正する規則を次のように定める。

令和３年３月12日

徳島県公安委員会委員長 森 秀 司

徳島県留置施設視察委員会に関する規則の一部を改正する規則

徳島県留置施設視察委員会に関する規則（平成19年徳島県公安委員会規則第５号）の一

部を次のように改正する。

第２条第１項中「警察署長」を「留置業務管理者（法第16条第１項に規定する留置業務

管理者をいう。以下同じ。）」に改め，同条第２項中「警察署長」を「留置業務管理者」

に改める。

第３条第２項中「警務課長」を「留置管理課長」に改める。

第４条第２項中「警務課（以下「警務課」という」を「留置管理課（以下「留置管理課

」という」に改める。

第５条中「警務課」を「留置管理課」に改める。

別記様式中「印」を削る。

附 則

この規則は，令和３年４月１日から施行する。



徳島県公安委員会規則第６号

徳島県道路交通法施行細則の一部を改正する規則を次のように定める。

令和３年３月１２日

徳島県公安委員会委員長 森 秀 司

徳島県道路交通法施行細則の一部を改正する規則

徳島県道路交通法施行細則（昭和47年徳島県公安委員会規則第１号）の一部を次のよう

に改正する。

別表２四国横断自動車道（高松自動車道）の項の次に次のように加える。

四国横断自動車道（ 徳島市津田海岸町1125番178先から徳島市北沖洲四丁目

南部自動車道） 26番387先まで

別表２県道美馬半田の項の次に次のように加える。

県道津田インター 徳島市津田本町四丁目388番２地先から徳島市津田海岸

町1125番178地先まで

別表２県道鮎喰新浜の項の次に次のように加える。

県道徳島東インター 徳島市北沖洲三丁目228番１地先から徳島市東沖洲一丁

目28番２地先まで

県道徳島東インター 徳島市北沖洲四丁目３番12号南東方約80メートル先か

ら徳島市北沖洲四丁目26番387先まで

別表２臨港道路福島沖洲の項中「東沖洲２丁目13番」を「南沖洲四丁目５番７－４号」

に改め，同表臨港道路徳島（外）南の項中「東沖洲２丁目14番」を「東沖洲二丁目14番」

に，「東沖洲２丁目13番」を「南沖洲四丁目５番７－４号」に改め，同項の次に次のよう

に加える。

臨港道路沖洲流通港 徳島市東沖洲二丁目14番先から徳島市東沖洲一丁目３

湾 番地４先まで

臨港道路津田木材団 徳島市津田海岸町1125番地先から徳島市津田海岸町３

地 番115－12号先まで

臨港道路新港 小松島市小松島町字新港35番地先から小松島市小松島

町字新港48番地２先まで

附 則



この規則は，令和３年３月21日から施行する。ただし,別表２臨港道路福島沖洲の項の

改正規定,同表臨港道路徳島（外）南の項の改正規定及び同項の次に３項を加える改正規

定は,令和３年４月１日から施行する。


